
（

）
組
（

）
番

名
前
（

）

／

１
０
０
点

一
．
傍
線
部
を
口
語
訳
せ
よ
。

１

天
人
の
中
に
持
た
せ
た
る
箱
あ
り
。
天
（
あ
ま
）
の
羽
衣
入
（
は
ご
ろ
も
い
）
れ
り
。

（
竹
取
物
語
）

〔

〕

二
．
次
の
助
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
用
語
の
何
形
に
接
続
す
る
か
も
答
え
よ
。

１三
．
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
を
答
え
よ
。

１

既
（
す
で
）
に
船
い
だ
す
べ
し
と
て
ひ
し
め
き
あ
へ
ば
、
僧
都
乗
つ
て
は
降
り
つ
、
降
り
て
は
乗
つ
つ
、
あ
ら
ま
し
事
を
ぞ
し
給
ひ
け
る
。

（
平
家
物
語
）

〔

〕

四
．
傍
線
部
の
助
動
詞
の
活
用
形
を
答
え
よ
。

１

二
（
ふ
た
）
む
ら
の
山
の
中
に
と
ま
り
た
る
夜
、
大
き
な
る
柿
の
木
の
下
に
庵
（
い
ほ
）
を
作
り
た
れ
ば
、
夜
ひ
と
よ
、
庵
の
上
に
柿
の
落
ち
か
か
り
た
る
を
、
人
々
拾
ひ
な
ど
す
。

（
更
級
日
記
）

〔

〕

五
．
空
欄
に
助
動
詞
「
つ
」
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
よ
。

１

年
ご
ろ
思
ひ
（

）
こ
と
果
た
し
侍
り
ぬ
。

（
徒
然
草
）

〔

〕

六
．
次
の
文
よ
り
助
動
詞
「
つ
」「
ぬ
」
を
抜
き
出
せ
。

１

も
と
の
御
か
た
ち
と
な
り
給
ひ
ね
。

（
竹
取
物
語
）

〔

〕

七
．
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
を
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。

〈
ア
．
完
了

イ
．
強
意

ウ
．
並
列
〉

１

「
さ
ら
ば
敵
の
聞
か
ぬ
先
に
寄
せ
よ
や
」
と
て
、
駆
足(

か
け
あ
し)

に
な
つ
つ
、
歩
ま
せ
つ
、
馳(

は)

せ
つ
、
控
へ
つ
、
阿(

あ)

波(

は)

と
讃
岐(

さ
ぬ
き)

と
の
境
な
る
大
坂
越
え
と

い
ふ
山
を
、
夜
も
す
が
ら
こ
そ
越
え
ら
れ
け
れ
。

（
平
家
物
語
）

〔

〕

八
．
空
欄
に
完
了
の
助
動
詞
「
た
り
」
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
よ
。

１

か
く
て
明
け
ゆ
く
空
の
気
色
、
昨
日
に
変
は
り
（

）
と
は
見
え
ね
ど
、
ひ
き
か
へ
珍
し
き
心
地
ぞ
す
る
。

（
徒
然
草
）

〔

〕

九
．
次
の
文
よ
り
助
動
詞
「
た
り
」「
り
」
を
抜
き
出
せ
。

１

舟
子
か
ぢ
取
り
は
舟
歌
う
た
ひ
て
、
何
と
も
思
へ
ら
ず
。

（
土
佐
日
記
）

〔

〕

十
．
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
を
次
の
ア
・
イ
か
ら
選
べ
。

〈
ア
．
完
了

イ
．
存
続
〉

１

勅
使
、
蔵
人
（
く
ら
う
ど
）
の
侍
従
宗
基
（
む
ね
も
と
）
、
目
録
を
持
ち
て
参
れ
り
。

（
増
鏡
）
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．
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